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舞鶴、良い。

# ヅルいい舞鶴　 # my ヅルいい
# 引き揚げのまち  # 大阪・関西万博

市公式 Instagramは
こちら

＠ maizuru_official＠ maizuru_official

今月の内容
2 ㌻　未来へつなぐ
　　    平和のバトン



第
二
次
世
界
大
戦
後
、
舞
鶴

港
へ
引
き
揚
げ
た
人
々
を
温
か

く
迎
え
入
れ
た
市
民
の
心
は
、

歌
と
な
り
今
に
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
、
当
時
の
中
学

生
が
歌
っ
た
「
引
揚
者
を
迎
え

る
歌
」
で
す
。
長
ら
く
途
絶
え

て
い
た
こ
の
歌
を
、
令
和
元
年

に
若
浦
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が

復
活
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
、
若
浦
中
学
校

の
生
徒
が
市
内
の
全
中
学
校
に

呼
び
か
け
、
各
校
の
代
表
と
、

平
和
祈
念
式
典
で
合
唱
し
ま
す
。

式
典
に
向
け
た
打
ち
合
わ
せ
で

は
「
戦
争
を
経
験
し
て
い
な
く

て
も
、
歴
史
を
広
め
る
役
割
は

担
え
る
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
、
若
い
世
代
が
未
来
へ
平
和

の
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

市
民
参
加
型
の
取
り
組
み
と

し
て
、
戦
後
80
年
を
記
念
す
る

シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
、
平
和

へ
の
祈
り
を
込
め
た
約
２
万
５

千
羽
の
折
り
鶴
で
制
作
中
で
す
。

制
作
に
あ
た
り
、
取
り
組
み
を

知
っ
た
市
内
外
の
人
か
ら
、
多

く
の
折
り
鶴
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
作
品
は
、
戦
争
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
ず
、
平
和
の
願
い

を
次
の
世
代
へ
と
手
渡
す
強
い

願
い
の
結
晶
で
す
。「
こ
の
先
も

ず
っ
と
戦
後
で
あ
り
続
け
ま
す

よ
う
に
」「
当
た
り
前
の
こ
と
が

当
た
り
前
に
で
き
る
世
界
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
」
と
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
の
込
め
ら
れ
た
作
品
を

式
典
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 

戦
後
80
年
を
迎
え
た
今
年
、
舞
鶴
市

が
「
引
き
揚
げ
の
ま
ち
」
の
歴
史
を
ど

の
よ
う
に
次
世
代
へ
、
そ
し
て
未
来
へ

つ
な
ぐ
の
か
。

　今
年
の
平
和
祈
念
式
典
は
、
若
者
か

ら
高
齢
者
ま
で
全
員
が
主
役
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
臨
み
ま
す
。

　参
加
者
が
自
ら
創
り
上
げ
る
、
平
和

を
つ
な
ぐ
舞
鶴
市
の
式
典
に
向
け
た
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。《

引
揚
記
念
館
》

市
民
が
紡
ぐ

「
折
り
鶴
ア
ー
ト
」

次
世
代
が
歌
い
継
ぐ「
引
揚
者
を
迎
え
る
歌
」

「
市
民
と
と
も
に
引
き
揚
げ

の
史
実
を
文
化
で
発
信
す
る
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
市
民
参
加

型
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
楽
劇
を
上

演
。
舞
鶴
な
ど
を
舞
台
に
引
揚

者
を
温
か
く
迎
え
入
れ
る
市
民

や
家
族
の
帰
り
を
待
つ
人
々
の

思
い
を
表
現
し
ま
す
。

こ
の
舞
台
に
は
、
６
歳
か
ら

80
歳
ま
で
、
幅
広
い
世
代
が
参

加
し
ま
す
。
戦
争
を
知
ら
な
い

世
代
が
、演
技
や
歌
を
通
し
て
、

当
時
の
人
た
ち
の
体
験
や
思
い

を
表
現
す
る
こ
と
で
、
一
人
ひ

と
り
が
平
和
の
尊
さ
を
深
く
心

に
刻
み
な
が
ら
、
本
番
に
向
け

練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

市
民
の
熱
演
と
心
を
揺
さ
ぶ

る
歌
声
を
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

市民音楽劇では、シベリアに抑
留されている兄の帰りを待つ妹を
演じます。
これまで戦争＝怖いという印象
しかありませんでしたが、戦争の
裏側には帰りを待つ家族の悲しみ
や無事に帰ってきてほしいと願う
人々の思いがあったこと、そして、
出征した人もシベリアや戦地から、

家族を思い懸命に生きたことを、
音楽劇を通して知りました。
誰にとっても良いことがなく、
悲しい思いをする戦争を、これか
ら先の未来を背負っていく私たち
は 2 度と繰り返してはならない、
そんな覚悟と平和の尊さを見てい
る人に伝えられたらと思います。

引
き
揚
げ
の
記
憶
を
舞
台
で
つ
な
ぐ「
市
民
音
楽
劇
」

平和祈念式典
◆日時　10月12日㈰13時～16時
◆場所　総合文化会館
◆内容　◇第一部…式典（式辞、合唱、折り鶴
　　　　　　　　　　　  アートの披露 など）
　　　　◇第二部…市民音楽劇「海のその先」
◆問い合わせ先

◇引揚記念館（☎68·0836）
◇文化振興課（☎66·1019）

合唱に向け学校で引き揚げの歴史を学ぶ

折り鶴を折る岡田小学校の児童

引き揚げ者を迎えるシーン

  市民音楽劇参加者  
　　亀井 志衣菜 さん

若浦中学校3年  
　　   山本 颯姫 さん

未
来
へ
つ
な
ぐ
平
和
の
バ
ト
ン

未
来
へ
つ
な
ぐ
平
和
の
バ
ト
ン

引き揚げの歴史を深く学んでき
た学校として、当時の様子を思い
浮かべながら歌の練習を重ねてき
ました。この歴史を未来へつなぐ
という思いを共有し、心を一つに
して歌いたいと思います。
私にとって、戦後 80 年は遠い
過去の出来事ではありません。戦
争は今も世界のどこかで起きてい

て、とても身近な問題です。同世
代の人たちには、戦争や引き揚げ
の歴史を怖いものとして避けるの
ではなく、自分から知ってほしい
です。そして今回の合唱が、舞鶴
市民としてこの歴史をずっと心に
留めておくきっかけになってほし
いと願っています。
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引
き
揚
げ
の
記
憶
を
継
承
す
る
ま
ち

引
き
揚
げ
の
記
憶
を
継
承
す
る
ま
ち

歴
史
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
ほ
し
い

歴
史
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
ほ
し
い

語りの会  吉田和子 さん（左）、谷口久乃 さん（右）

始
ま
り
は
舞
鶴
西
港
か
ら

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本

政
府
は
海
外
に
い
た
約
６
６
０

万
人
の
日
本
人
を
帰
国
さ
せ
る

た
め
の
引
き
揚
げ
事
業
を
開
始
。

舞
鶴
市
が
そ
の
引
揚
港
に
定
め

ら
れ
る
と
、
昭
和
20
年
10
月
７

日
、最
初
の
引
揚
船
「
雲
仙
丸
」

が
舞
鶴
西
港
に
到
着
し
ま
し
た
。

舞
鶴
で
の
引
き
揚
げ
事
業
は
、

こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
21
年
に
は
平

地
区
の
海
兵
団
の
宿
舎
を
活
用

し
た
引
揚
援
護
局
が
設
置
さ
れ
、

昭
和
33
年
の
最
後
の
引
揚
船

「
白
山
丸
」
の
入
港
ま
で
、
約

66
万
人
の
引
揚
者
を
温
か
く
迎

え
ま
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産

へ
の
登
録

平
成
の
時
代
と
な
り
、
戦
争

を
知
ら
な
い
世
代
が
人
口
の
大

半
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
戦

争
や
引
き
揚
げ
の
記
憶
が
風
化

し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
舞
鶴
市
で
は
、
今
か

ら
10
年
前
、
歴
史
を
過
去
の
も

の
と
す
る
の
で
は
な
く
未
来
へ

生
か
し
、
平
和
の
尊
さ
を
広
く

発
信
す
る
た
め
、
所
蔵
す
る
引

き
揚
げ
関
係
資
料
５
７
０
点
を

「
舞
鶴
へ
の
生
還 

１
９
４
５
‐

１
９
５
６
シ
ベ
リ
ア
抑
留
等
日

本
人
の
本
国
へ
の
引
き
揚
げ
の

記
録
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界

記
憶
遺
産
へ
申
請
。
市
民
に
よ

る「
応
援
す
る
会
」の
結
成
な
ど
、

ま
ち
を
上
げ
た
機
運
醸
成
の
取

り
組
み
の
結
果
、
平
成
27
年
10

月
10
日
に
世
界
的
な
重
要
性
が

認
め
ら
れ
、
登
録
が
決
定
し
ま

し
た
。

現
在
、
資
料
は
引
揚
記
念
館

で
活
用
・
保
存
し
て
お
り
、「
引

き
揚
げ
の
ま
ち
」
と
し
て
、
未

来
へ
と
そ
の
記
憶
を
語
り
継
い

で
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
小
学
生
の
頃
、
引

揚
者
を
迎
え
た
こ
と
を
今
で
も

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
お
祭

り
の
よ
う
に
明
る
く
に
ぎ
や
か

な
光
景
の
中
「
お
か
え
り
な
さ

い
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
」
と

日
の
丸
の
旗
を
振
り
、
慰
問
で

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
子
ど
も
だ
っ
た
の

で
戦
争
の
悲
惨
さ
や
苦
し
さ
を

深
く
理
解
し
て
い
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
祖

母
か
ら
聞
い
た
戦
争
で
自
分
の

子
ど
も
を
亡
く
し
た
話
や
、
日

々
の
暮
ら
し
を
通
し
て
、
戦
争

を
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
な

が
ら
育
っ
て
き
ま
し
た
。

　
戦
後
80
年
、
私
た
ち
の
生
活

は
目
ま
ぐ
る
し
く
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
一
方
で
、
戦
争
を

知
ら
な
い
若
い
世
代
と
の
間
に

「
ギ
ャ
ッ
プ
」
が
生
ま
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
若
者
に
と
っ

て
、
戦
争
は
教
科
書
の
中
の
出

来
事
で
し
か
な
く
、
シ
ベ
リ
ア

抑
留
も
た
っ
た
数
行
の
文
字
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
和
が
続
く
よ
う
に
自
分
の

国
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
他
人
に
言
わ
れ
る
が

ま
ま
で
は
な
く
、
自
分
の
こ
と

と
し
て
考
え
、
判
断
で
き
る
大

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
引
揚

記
念
館
な
ど
を
訪
問
し
「
過
去

の
歴
史
を
知
る
」
と
い
う
一
歩

を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
で
す
。

知
る
こ
と
で
初
め
て
私
た
ち
は

選
択
肢
を
持
ち
、
判
断
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

海
を
越
え
て
つ
な
が
る
交
流

舞
鶴
市
と
中
央
ア
ジ
ア
の
キ

ル
ギ
ス
共
和
国
は
、
大
阪
・
関

西
万
博
を
き
っ
か
け
に
、
同
国

の
タ
ム
ガ
村
の
日
本
人
抑
留
者

が
舞
鶴
港
へ
引
き
揚
げ
て
い
た

と
い
う
縁
を
持
つ
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
日
本
人

抑
留
者
の
足
跡
を
た
ど
る
た
め
、

今
年
８
月
に
市
調
査
団
が
同
国

を
訪
問
。
昭
和
21
年
５
月
に
、

タ
ム
ガ
村
へ
移
送
さ
れ
た
日
本

人
抑
留
者
１
２
５
人
が
、
建
設

途
中
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
療
養

所
）
を
完
成
さ
せ
る
仕
事
に
従

事
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
、
彼
ら
が

建
て
た
建
物
や
湖
へ
続
く
石
階

段
が
今
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
当
時
の
様
子
を
知
る

人
々
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

引
き
揚
げ
を
世
界
へ
発
信

９
月
８
日
〜
14
日
に
、大
阪
・

関
西
万
博
の
関
西
パ
ビ
リ
オ
ン

で
引
き
揚
げ
に
関
す
る
資
料
を

展
示
。
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
う
中
、
会
場
で
は
、
毎
日
、

学
生
語
り
部
が
「
引
き
揚
げ
の

ま
ち
舞
鶴
」
や
展
示
資
料
に
つ

い
て
の
説
明
を
行
い
、
世
界
中

か
ら
訪
れ
た
人
々
に
若
い
世
代

に
よ
る
平
和
の
思
い
が
発
信
さ

れ
ま
し
た
。

平
和
へ
の
思
い
や
人
を
思
い

や
る
心
、
そ
し
て
引
き
揚
げ
の

歴
史
が
結
ん
だ
海
外
と
の
交
流

を
大
切
に
育
む
こ
と
で
、
舞
鶴

市
と
世
界
と
の
縁
を
、
こ
れ
か

ら
も
平
和
で
心
豊
か
な
未
来
へ

と
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

平
和
の
バ
ト
ン
は
国
境
を
越
え
て

タムガ村で話を聞く市調査団

ユネスコ世界記憶遺産登録
10周年特別展Ⅱ

◆日時

◆場所

10月11日㈯～来年1月18日㈰
9時～17時

（毎週水曜日、12月29日～来年1月1日を除く）
引揚記念館

シベリア抑留・引き揚げ画展

望郷の念や平和への願いを込めて描かれた
絵画約140点を展示。
◆日時

◆場所

【共通】 ◆問い合わせ先　引揚記念館（☎68・0836）

10月7日㈫～12日㈰
9時～17時（7日は12時から）
総合文化会館

引揚者への慰問（踊り）

大阪・関西万博で説明をする学生語り部

記憶を継承する引揚記念館
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が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
店
頭

回
収
の
取
り
組
み
を
実
施
で
き
る
よ
う
、

ル
ー
ル
を
守
っ
た
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、生
活
環
境
課（
☎
66
・
１

０
０
５
）へ
。

　

J
R
東
・
西
舞
鶴
駅
の
市
営
駐
輪
場

に
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
と

原
動
機
付
自
転
車
を
整
理
し
ま
す
。

【
日
時
・
内
容
】❖
10
月
１
日
㈬
…
全
て

の
自
転
車
な
ど
に
調
査
札
を
取
り
付
け

❖
10
月
９
日
㈭
…
注
意
札
を
取
り
付
け

❖
10
月
24
日
㈮
…
警
告
札
を
取
り
付
け

❖
11
月
３
日
㈷
…
警
告
札
付
き
の
自
転

車
な
ど
を
撤
去

※
告
示
の
翌
日
か
ら
30
日
を
経
過
し
て

も
返
還
の
申
し
出
が
な
い
も
の
は
処

分
し
ま
す

▼
詳
し
く
は
、建
設
総
務
課（
☎
66
・
１

０
５
２
）へ
。

　

北
吸
墓
園
の
使
用
者
を
募
集
。
応
募
は

1
世
帯
1
人
ま
で
。

【
対
象
】❖
本
市
に
住
所
が
あ
り
、祭さ

い
し祀

を

主
宰
す
る
人
❖
使
用
許
可
を
受
け
た
日

か
ら
3
年
以
内
に
規
定
の
墳
墓
を
設
置

　

10
月
1
日
時
点
で
、介
護
保
険
の
要
介

護
4
か
5
と
認
定
さ
れ
た
市
民
税
非
課
税

世
帯
で
65
歳
以
上
の
人
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
家
族
に
、介
護
用
品
の
購
入
チ

ケ
ッ
ト
を
支
給
。
10
月
中
旬
に
支
給
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・

１
０
１
３
）へ
。

　

10
月
1
日
か
ら
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
が
全
国
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
各
自
治
会

を
通
じ
て
お
願
い
す
る
戸
別
募
金
や
街
頭

募
金
、法
人
募
金
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、舞
鶴
市
共
同
募
金
委
員
会

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
、☎
62
・７
０
４
４
）

へ
。

　

10
月
は
３
R（
リ
デ
ュ
ー
ス
：
ご
み
を

減
ら
す
、リ
ユ
ー
ス
：
繰
り
返
し
使
う
、

リ
サ
イ
ク
ル
：
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
）

推
進
月
間
で
す
。
日
々
の
生
活
の
中
で
で

き
る
、ご
み
減
量
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

⛋
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
で
き
る
こ
と

❖
食
べ
切
れ
る
分
だ
け
買
い
、食
べ
残
し

を
し
な
い
❖
マ
イ
バ
ッ
グ
、マ
イ
ボ
ト
ル

を
持
つ
❖
詰
め
替
え
の
商
品
を
買
う

▼
詳
し
く
は
、生
活
環
境
課（
☎
66
・
１

０
０
５
）へ
。

　

市
で
は
、ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル

に
積
極
的
に
取
り
組
む
店
舗
を「
マ
イ
・

リ
サ
イ
ク
ル
店
」に
認
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、環
境
啓
発
と
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
に
賛
同
い
た
だ
い
た
各
店
の

熱
意
と
努
力
に
よ
り
実
施
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

⛋
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、食
品
ト
レ
イ
は
き
れ

い
に
洗
う

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、食
品
ト
レ
イ
の
回
収

を
行
っ
て
い
る
店
舗
で
は
、汚
れ
て
い
る

も
の
が
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
投
入
さ
れ
て

い
た
り
、生
活
ご
み
が
不
法
投
棄
さ
れ
て

い
た
り
と
、ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
利
用
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
店
頭
回
収
は
、各
店

独
自
の
取
り
組
み
の
た
め
、店
舗
ご
と
に

ル
ー
ル
が
異
な
り
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
ら

な
い
利
用
の
増
加
や
、不
法
投
棄
が
相
次

ぐ
と
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
維
持
す
る
こ
と

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
を

暮
ら
し
の
情
報

市の人口と世帯数 人口  73,871 人（ - 218 人）　世帯  33,634 世帯（ - 34 世帯）
男  37,108 人（ - 154 人）　女  36,763 人（ - 64 人）※令和 7 年 9 月 1 日現在の推計人口。（　）内は前月比

で
き
る
人

【
募
集
区
画
】37
区
画（
抽
選
で
区
画
を
決

定
）

【
料
金
】1
区
画
25
万
円（
管
理
料
が
年
間

４
，２
０
０
円
必
要
）

【
申
し
込
み
方
法
】10
月
21
日
㈫
ま
で
に

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
所
定
の
用
紙（
生

活
環
境
課
、西
支
所
、加
佐
分
室
に
備
え

付
け
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
持
参
か
郵
送（
期
間
内
の
消
印
有

効
）で
同
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
、生
活
環
境
課（
☎
66
・
1

0
6
4
）へ
。

　

令
和
８
年
度
か
ら
、保
護
者
の
就
労
状

況
な
ど
に
関
係
な
く
、保
育
所
や
幼
稚
園

な
ど
に
通
っ
て
い
な
い
子
ど
も
が
保
育
所

な
ど
を
利
用
で
き
る「
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
」を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
に
先
駆

け
、今
月
か
ら
試
行
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

【
場
所
】公
立
の
保
育
所
と
認
定
こ
ど
も

園▼
詳
し
く
は
、乳
幼
児
教
育
推
進
課（
☎

66
・
１
０
０
９
）へ
。

10
月
は
３
R
推
進
月
間

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
頭
回
収
は

ル
ー
ル
を
守
っ
た
利
用
を

介
護
用
品
支
給
チ
ケ
ッ
ト
の
支
給

申
請
書
を
送
付

市
営
駐
輪
場
の
残
置
自
転
車
な
ど

を
整
理

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
試
行

事
業
を
実
施

北
吸
墓
園
の
使
用
者
を
募
集

6

　

令
和
８
年
度
の「
保
育
所
・
認
定
こ
ど

も
園（
保
育
所
部
分
）」と「「
幼
稚
園
・
認

定
こ
ど
も
園（
幼
稚
園
部
分
）」の
入
所
申

し
込
み
を
11
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

募
集
内
容
な
ど
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、乳
幼
児
教
育
推
進
課（
☎

66
・
１
０
０
９
）へ
。

　

J
R
舞
鶴
線（
東
舞
鶴
駅
～
綾
部
駅
）

で
10
月
20
日
㈪
～
22
日
㈬
の
お
お
む
ね

９
時
30
分
～
16
時
に
集
中
保
守
工
事
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、バ
ス

に
よ
る
代
行
運
行
と
な
り
ま
す
。
運
転
時

刻
や
本
数
が
列
車
と
は
異
な
り
、座
席
に

も
限
り
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、J
R
西
日
本
お
客
様
セ
ン

タ
ー（
☎
０
５
７
０
・
０
０
・
２
４
８
６
）

へ
。

⛋京都丹後鉄道と「クロミ」がコラボ！「丹後七姫と
めぐるクロミのドキドキ丹鉄ダイアリー」の実施

　丹後七姫をイメージしたクロミでデザインされ
たラッピング列車が運行。オリジナル特典付きの1
日乗車券「クロミのドキドキ丹鉄パス」やオリジナ
ルグッズの販売、デジタルスタンプラリーなども実
施。沿線の景色とともにぜひお楽しみください。詳
細は、ホームページで確認を。右コードか
らアクセス可。

【運行日】12月5日㈮まで

⛋JR の観光列車「はなあかり」が運行開始
　敦賀駅（福井県）から城崎温泉駅（兵庫県）間を結
ぶ JR の観光列車「はなあかり」が10月11日㈯から
運行を開始します。東舞鶴駅でも乗降できますので、
ぜひこの機会に乗車してください。詳細は、
ホームページで確認を。右コードからアク
セス可。

【運行日】10月11日～12月21日の毎週土・日曜日
《共通》【問い合わせ先】企画政策課（☎66・1042）

企画列車の運行

令
和
８
年
度
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も

園
な
ど
の
園
児
を
募
集

J
R
舞
鶴
線
集
中
保
守
工
事
に
よ
る

バ
ス
代
行
運
行

▲© 2025 SANRIO CO., LTD. APPROVAL NO. L662364

【
有
料
広
告
】
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か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。
関
連
の
催
し（
15
㌻
）

▼
詳
し
く
は
、都
市
計
画
課（
☎
66
・
１

０
４
８
）へ
。

　

10
月
１
日
を
期
日
と
し
て
、国
勢
調
査

を
実
施
中
で
す
。
回
答
期
日（
10
月
８
日
）

ま
で
に
回
答
を
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
に

は
、10
月
17
日
㈮
ご
ろ
か
ら
調
査
員
が
再

度
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、総
務
課（
☎
66
・
１
０
４
４
）

へ
。

　

海
上
自
衛
隊
や
陸
上
自
衛
隊
、国
土
交

通
省
、京
都
府
、警
察
な
ど
の
防
災
関
係

機
関
を
は
じ
め
、地
元
消
防
団
や
市
民
が

参
加
し
、
大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
救

出
・
救
助
や
水
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】10
月
19
日
㈰
９
時
～
12
時

【
場
所
】明
倫
小
学
校
、西
総
合
会
館

【
内
容
】倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
救
助
訓

練
や
映
像
伝
達
訓
練
、避
難
所
開
設
な
ど
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、危
機
管
理
・
防
災
課（
☎

66
・
１
０
８
９
）へ
。

詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、都
市
計
画
課（
☎
66
・
１

０
４
８
）へ
。

　

市
内
の
都
市
公
園
に
つ
い
て
、よ
り
快

適
で
利
用
し
や
す
い
公
園
作
り
を
検
討

す
る
た
め「
こ
ん
な
遊
具
が
あ
っ
た
ら
い

い
な
」な
ど
、公
園
に
関
す
る
意
見
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
方
法
】10
月
31
日
㈮
ま
で
に
ア
ン

ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
で
土
木
課（
☎
66
・

1
0
4
9
）へ
。
詳
細
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。
下
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
。

　

11
月
に
供
用
開
始
予
定
の
西
舞
鶴
駅

西
口
駅
前
広
場
で
、舞
鶴
工
業
高
等
専
門

学
校
と
と
も
に
、道
路
空
間
を
歩
行
者
中

心
の
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
す
る
社
会

実
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】10
月
16
日
㈭
～
19
日
㈰

【
内
容
】ベ
ン
チ
な
ど
を
設
置
し
、人
と
人

が
集
う
、居
心
地
の
良
い
空
間
の
あ
り
方

を
検
証
し
ま
す
。
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
下
コ
ー
ド

　

特
定
用
途
誘
導
地
区（
伊
佐
津
地
区
）

の
指
定
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

（
吉
原
地
区
）の
指
定
に
つ
い
て
、都
市
計

画
審
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】10
月
27
日
㈪
15
時
か
ら

【
場
所
】市
役
所
本
館

舞
鶴
市
都
市
計
画
審
議
会
を
開
催

公
園
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
を

舞
鶴
総
合
防
災
訓
練
を
開
催

西
舞
鶴
駅
前
で
社
会
実
験
を
実
施

国
勢
調
査
に
ご
協
力
を

　第1弾となる今回は「自分が市長なら、2040年にこんなまちを目指し
たい」などのテーマについて、皆さんの意見やアイデアを募集しています。

【募集方法】12月31日㈬までに SNS（インスタグラム、X）に投稿か、意見
募集フォームで企画政策課（☎66・1042）へ。詳細は市ホームペー
ジで。右コードからアクセス可。

　第7次舞鶴市総合計画が2027年に
終わりを迎えることから、今月から
次期総合計画に向けて、市民全員で
2040年の舞鶴の姿を考える「# みん
なでつくる舞鶴2040」を始動します。

　

食
事
を
通
じ
て
、誰
も
が
安
心
で
き
る

居
場
所
と
な
る「
こ
ど
も
食
堂
」の
取
り

組
み
が
市
内
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す（
左

表
）。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
を
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
。   　
　
　

 《
子
育
て
応
援
課
》

名称 場所 実施日 対象 料金 問い合わせ

なかよし食堂 市場 不定期 誰でも 無料 ☎ 60･2849

ともともランチ 倉梯町 毎月第 3 土曜日 誰でも 無料 ☎ 77･5552

あいこのいえ 京月町 毎週水曜日 誰でも 無料
（大人 300 円）

☎ 080･5851･
　1165

新八 女布 毎日（店休日（毎週月、
第 3 火曜日）を除く）

幼児～中学生 無料
（チケット制）

☎ 77･0128

とんぼの家 南田辺
（西総合会館）

毎月第 2,4 金曜日 誰でも（事前申
し込み要）

無料
（大人 300 円）

☎ 090･1072･
　1119

和
わっしょい

笑食堂 堂奥 毎月第 2 日曜日 誰でも（事前申
し込み可）

無料
（大人 500 円）

☎ 090･9098･
　1204

こ
ど
も
食
堂

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

89

質の高い・持続可能な行政サービスを目指して質の高い・持続可能な行政サービスを目指して
開庁時間と電話受付時間を変更します開庁時間と電話受付時間を変更します

Q．なぜ時間を変更するのですか？
A．市民サービスのさらなる向上を目的としており、

窓口が開いていない時間を活用し、以下の業務
に取り組みます。
❖行政手続きのデジタル化や新しい政策づくり
❖新しい専門知識の習得や職員同士の協議
❖窓口開庁前後の事務処理

Q．窓口時間が短くなると、不便になりませんか？
A．市役所に来なくてもできる手続きがあります。

ぜひ利用してください。
❖住民票などの証明書のコンビニ交付
❖各種手続きのオンライン申請
❖クレジットカードやスマホアプリによるキャ

ッシュレス決済　など

来年1月13日㈫から
9時～16時30分に変更 ※このほか、中・南公民館、大浦・城南会

館での一部の行政サービスも変更の対
象となります

Q．新しい時間はどうやって決まったのですか？
A．来庁者数調査の結果に基づいて決定しました。

来庁者の約9割の人が利用される時間帯は維
持し、比較的に利用者が少ない朝と夕方の時
間帯を短縮します。

詳細は、市ホームページで。右コードから
アクセス可。
▶詳しくは、人事課（☎66・1066）へ。

【対象施設】
市役所本庁、西支所、加佐分室、中総
合会館（保健センター、こども家庭セ
ンター）

※市民課の時間外窓口（毎週水曜日、19時まで）
は継続

※緊急の場合は、代表電話（☎62・2300）へ

2025広報まいづる 10月号



赤 れ んがパーク周辺をスター
ト・ゴールに「舞鶴赤れんがハー
フマラソン2025」を開催。
海上自衛隊舞鶴航空基地や自
衛隊北吸桟橋、大波街道のほか、
今回からカナデビア株式会社、
ジャパン マリンユナイテッド株
式会社の敷地内をコースに加え「海軍ゆかりの港まち」舞鶴らしいよ
り魅力的なコースになりました。
全国から集まった約3,300人のランナーが駆け抜けます。

ランナーに声援を送って一緒に大会
を盛り上げましょう。当日は、赤れん
がパーク周辺に飲食ブースを設置。

舞鶴赤れんが
ハーフマラソン
舞鶴赤れんが
ハーフマラソン
10/13●9時30分

スタート

コース図と交通規制時間

【問い合わせ先】実行委員会事務局（スポーツ
振興課内、☎66・1058）
詳しくは、大会ホームページで。
右コードからアクセス可。

祝

応援しているランナーがコース上のどこを
走っているのかをリアルタイムで予測し、地
図上に表示できるスマホ用無料アプリ。５㌔
毎の通過記録やゴール予測タイムも確認で
きます。右上コードからアクセス可。

応援ナビで選手を応援

レースの進行に合わせて交通規制を実
施。コース付近を通る場合は、警察官や
誘導員の指示に従ってください。安全
なレース運営のため、ご協力をお願い
します。詳しくは、右図のとおり。

交通規制にご協力を

会場周辺の駐車場は選手専用です。応
援や観戦で来場する際は、公共交通機
関を利用するか、最寄りの有料駐車場
などを利用してください。

応援者の来場は
公共交通機関で

ランナーが走る様子や大会のにぎわいなどを撮影
した作品（写真）を募集します。入賞作品にはすて
きな賞品をプレゼント。あなたの一枚をお待ちして
います。詳しくは、市ホームページで確認
を。右コードからアクセス可。

舞鶴フォトラン
コンテスト

ハーフの部：
２㌔の部：

９時30分
９時47分（中学生以下）
９時50分（高校生以上）

スタート

ランナーを

応援しよう

初開催

11

　企業や大学、行政などさまざまな分野の人々が
連携し、幅広い交流を行う関西ネットワークシス
テム（KNS）が、10年ぶりに舞鶴市で開催されま
した。赤れんがパークを会場に市内外からの登壇
者33人によるプレゼン大会を行い、多様な視点
から地域を盛り上げようとする取り組みが発表さ
れました。舞鶴市は今後も、産官学民の連携に積
極的に取
り組んで
いきます。

　8月28日、舞鶴市出身で日本大学第三高3年の
松永海斗選手が全国高等学校野球選手権大会の準
優勝を、また9月3日には、舞鶴市出身で福知山
成美高3年の大嶋李選手が全国高等学校女子硬式
野球選手権大会の優勝の報告に市役所を訪問。両
選手とも全ての試合に先発出場するなど、チーム
の勝利に大きく貢献する活躍をされました（関連
22㌻）。

M
O

V
E

 O
N

! M
A

IZ
U

R
U

!

KNS（関西ネットワークシス
テム）in舞鶴

舞鶴市出身選手が
全国大会での好成績を報告

■産官学民で地域を盛り上げる

■舞鶴から全国で輝くアスリートたち

8
23

TOPICS 1

市長からのメッセージ

　 戦 後 80 年 の 夏、 改 め

て平和を誓い、歴史の教

訓を次世代へ語り継ぐ決意をしました。

また、重要文化財「赤れんが倉庫群」

の保存修理工事が始まり、未来へ引き

継ぐ大切な一歩を踏み出しました。歴

史を忘れず、未来へ進む舞鶴を、共に

築いていきましょう。

市政の話題を紹介
！

　昭和20年8月24日、舞鶴湾で海軍輸送
艦浮島丸が爆発・沈没し、日本人乗組員と朝鮮人
乗客など多くの犠牲を出した浮島丸事件。その
殉難者を追悼する「浮島丸殉難80周年追悼集会」
が浮島丸殉難者追悼公園で開催されました。参列
者からは追悼の辞が述べられ、史実の教訓を忘れ
ることなく、
平和の尊さ
を次世代へ
と語り継い
でいく決意
をしました。

浮島丸殉難80周年追悼集会
■歴史を忘れず平和を願う

8
24

TOPICS 2

赤れんが6号棟保存修理工事
の安全祈願祭

■重要文化財を未来へ引き継ぐ
8
27

TOPICS 3

　国指定重要文化財である赤れんが倉庫群を未来
へ引き継ぐための修理工事が始まります。これに
先立ち、工事の安全を祈る安全祈願祭が執り行わ
れました。今年度は、赤れんが6号棟の保存修理
や構造補強などの整備工事に向け、部分的な解体
を進めていきます。

8
TOPICS 4

28
9 3



て
親
し
み
の
あ
る
「
海
軍
グ
ル

メ
」
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
を
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
。

　
こ
の
他
、
赤
れ
ん
が
３
号
棟

な
ど
で
教
科
書
（
復
刻
版
）
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
手
に

取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
舞
鶴
市
は
、
海
軍
が
使
用
し

て
い
た
料
理
教
科
書
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
、
由
緒
あ
る
レ
シ
ピ

を
ご
家
庭
で
も
作
り
や
す
い
よ

う
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
舞
鶴
な
ら
で
は
の
食
文
化
の

歴
史
が
詰
ま
っ
た
、
懐
か
し
く

　今年で開校50周年を迎える海上自衛隊第４術科学校で
は、海軍の料理教科書を一般公開しています。史料室に
は、教科書のほか、調理を担当していた隊員の業務に関
する文献など、約250点の資料を展示しています。
公開期間など、詳しくは、ホームページで確認を。
右コードからアクセス可。

タピオカプリンホットウヰスキー

肉じゃがカレー

　皆さんの家庭の食卓に並ぶカレーや肉じゃがの
ルーツが、舞鶴にあることをご存じですか？舞鶴
といえば海の幸や万願寺甘とうなどがおなじみで
すが、海軍グルメのまちでもあるのです。 今回は、
舞鶴ならではの「海軍ゆかりの食文化」をその歴
史とともに紹介します。　　　《観光振興課》 ▲海軍の料理教科書

　
明
治
時
代
の
海
軍
で
は
、
手

足
が
む
く
ん
だ
り
、
し
び
れ
た

り
す
る
「
脚
気
」
と
い
う
病
気

が
流
行
し
、
多
く
の
隊
員
が
脚

気
に
か
か
り
、
時
に
は
命
を
落

と
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
海

軍
の
軍
医
が
食
事
に
問
題
が
あ

る
こ
と
を
発
見
し
、
白
米
が
中

心
だ
っ
た
食
事
か
ら
、
洋
食
な

ど
を
取
り
入
れ
た
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
へ
と
改
善
し
た
と
こ

ろ
、
脚
気
に
か
か
る
隊
員
は
劇

的
に
減
少
し
ま
し
た
。

　
こ
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
、

海
軍
で
は
「
隊
員
の
健
康
に
は

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
が
必

要
」
と
い
う
考
え
が
深
く
根
付

き
、
隊
員
の
健
康
維
持
と
士
気

を
高
め
る
た
め
、
食
事
に
非
常

に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
隊
員
の
食
事
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
海
軍
で
は
調
理
を
担
当

す
る
隊
員
の
育
成
に
注
力
し
た

ほ
か
、
海
軍
の
料
理

教
科
書
を
編
さ
ん
し

ま
し
た
。
こ
の
教
科

書
に
は
、
２
０
０
種

類
を
超
え
る
メ
ニ
ュ

ー
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

レ
シ
ピ
は
材
料
と
簡
単
な
手
順

が
書
か
れ
て
い
る
だ
け
。
な
ぜ

な
ら
、
長
い
航
海
で
は
、
寄
港

地
に
よ
っ
て
手
に
入
る
食
材

も
、
艦
内
の
在
庫
状
況
も
常
に

変
わ
る
か
ら
で
す
。

　「
基
本
は
教
え
る
が
、
あ
と

は
現
場
の
状
況
に
合
わ
せ
て
最

大
限
の
工
夫
を
し
な
さ
い
」
と

い
う
、
実
践
を
重
ん
じ
る
海
軍

の
理
念
に
よ
り
、
同
じ
メ
ニ
ュ

ー
で
も
艦
ご
と
に
材
料
や
味
付

け
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
慢

の
「
わ
が
艦
の
味
」
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

　
市
内
の
店
舗
で
提
供
さ
れ
て

い
る「
ま
い
づ
る
海
自
カ
レ
ー
」

の
味
が
、
護
衛
艦
ご
と
に
違
う

の
は
、
こ
の
伝
統
を
受
け
継
い

で
い
る
か
ら
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
そ
の

違
い
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

全
て
は
隊
員
の
健
康

　管
理
か
ら
始
ま
っ
た

一
冊
の
教
科
書
か
ら

生
ま
れ
る
艦
ご
と
の
味

海
軍
ゆ
か
り
の

レ
シ
ピ
を
公
開
中

　長い艦上生活では、曜日の感覚があいまいにな
りがちです。そこで、金曜日にはカレーを食べるこ
とで、曜日を認識できるようにしたといわれていま
す。栄養バランスが良く、一度に大量に作ることが
できるカレーは、海軍の食事にぴったりでした。

　肉じゃが（甘煮）は、ビーフシチューを参考に
作られたといわれています。当時はワインもバター
も少なく、代わりにしょうゆと砂糖で作った結果、
生まれたのが肉じゃが。舞鶴は「肉じゃが発祥の地」
として、その味を守り続けています。

　厳しい冬の寒さや冷たい海での見張りの任務
は、隊員の体力を容赦なく奪います。そんな時、
体の芯から温めてくれるホットウヰスキーは、何
よりの気付け薬として、海軍に愛されていたそう
です。

　今ではすっかりおなじみのタピオカは、海軍で
は100年以上前からタピオカプリンなどとして食
べられていました。牛乳・卵・砂糖で作った素朴
なプリンは、甘いものが貴重だった当時、隊員た
ちにとって何よりのごちそうだったそうです。

舞鶴発祥の
おふくろの味

曜日の感覚を
失わないための

知恵

南国の恵みを
デザートに！

もちもち食感の先駆け

凍える体を温める！
一杯の気付け薬

教科書を公開中

か
っ
け

   　　をご紹介味 「
海
軍
グ
ル
メ
」の
ル
ー
ツ
を
探
る
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1415

芋
や
ス
イ
ー
ツ
の
販
売
、餅
つ
き
な
ど

ナ
チ
ュ
レ
婚
活
in
ふ
る
る
フ
ァ
ー
ム

～
豊
か
な
自
然
の
中
で
、実
る
出
会
い
を
～

時
10
月
25
日
㈯
10
時
～
14
時
30
分

内
ハ
ー
ブ
摘
み
体
験
や
ラ
ン
チ
、ト
ー
ク

を
通
し
た
婚
活
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

対
20
～
40
代
の
男
女
定
各
10
人（
多
数

の
場
合
抽
選
）料
男
性
５
，５
０
０
円
、

女
性
２
，５
０
０
円
申
10
月
18
日
㈯
ま

で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

問
京
都
府
婚
活
マ
ス
タ
ー
の
森
川
さ
ん

（
☎
０
９
０
・７
３
４
５
・７
０
９
９
）

み
ん
な
の
駅
前
ひ
ろ
ば
フ
ェ
ス

時
10
月
25
日
㈯
13
時
～
16
時
30
分

場
西
舞
鶴
駅
西
口
駅
前
広
場

内
運
動
体
験
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、こ
ど

も
縁
日
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
を
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可

問
健
康
づ
く
り
課（
☎
65
・
０
０
６
５
）

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

時
10
月
25
日
㈯
13
時
30
分
か
ら

場
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

内
講
演「
L
G
B
T
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
巡
る
人
権
課
題
」

と
映
画「
片
袖
の
魚
」

問
人
権
啓
発
推
進
課（
☎
66
・
１
０
２
２
）

催
し

杉
谷
泥
舟
色
鉛
筆
画
展

時
10
月
４
日
㈯
～
19
日
㈰

内
舞
鶴
で
初
と
な
る
杉
谷
泥
舟
さ
ん
の

色
鉛
筆
画
展

《
展
示
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

杉
谷
泥
舟
さ
ん
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
す
。

時
10
月
13
日
㈷
９
時
～
11
時
30
分
、
13

時
～
14
時
30
分
、15
時
～
16
時

内
色
鉛
筆
で
の
色
塗
り
や
タ
ン
ブ
ル
技

法
を
使
っ
て
絵
を
描
く
ほ
か
、色
鉛
筆

に
関
す
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可

対
３
歳
以
上

《
共
通
》

場
加
佐
公
民
館
問
加
佐
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー（
☎
83
・
０
０
３
６
）

「
舞
鶴
ふ
る
さ
と
発
見
」ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ト
ー
ク

時
10
月
12
日
㈰
13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
郷
土
資
料
館
内
糸
井
文
庫
所
蔵
の
浮

世
絵「
東あ

ず
ま
に
し
き
ち
ゅ
う
や
く
ら
べ

錦
昼
夜
競
」に
つ
い
て
の
展
示

解
説

申
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
館（
☎
75
・
８

８
３
６
）へ
。

略語の見方　時＝日時　　場＝場所・会場　　内＝内容　対＝対象　定＝定員、募集人数　料＝料金
　　　　　　他＝その他　申＝申し込み方法　問＝問い合わせ先

【ご注意】次の場合は記載していません。対 だれでも　定 特になし　料 無料　他 特になし、持参物　申 不要

ま
い
づ
る
お
し
ご
と
マ
ル
シ
ェ　
　

時
10
月
16
日
㈭
10
時
～
12
時

場
中
総
合
会
館

内
短
時
間
勤
務
や
扶
養
の
範
囲
内
な
ど

で
働
き
た
い
求
職
者
向
け
の
合
同
企
業

説
明
会
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
を
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
可

他
託
児
あ
り（
無
料
、要
予
約
）

問
産
業
活
力
課（
☎
66
・
１
０
２
１
）

舞
鶴
ユ
ネ
ス
コ
協
会　
　
　
　
　
　

（
学
校
教
育
課
内
、☎
66
・
１
０
７
２
）

●
子
ど
も
の
絵
画
合
同
展

時
10
月
17
日
㈮
～
19
日
㈰
10
時
～
20
時

場
ら
ぽ
ー
る
内
「
世
界
遺
産
も
、身
近
な

も
の
も
、未
来
に
ひ
き
つ
ぐ
地
域
の
た

か
ら
も
の
」を
テ
ー
マ
に
し
た
小
・
中

学
生
の
絵
画
の
優
秀
作
品
を
展
示
。
市

内
の
園
児
や
姉
妹
都
市
・
ポ
ー
ツ
マ
ス

市（
英
国
）、友
好
都
市
・
大
連
市（
中
国
）

の
子
ど
も
達
の
絵
画
も
展
示

●
青
少
年
ユ
ネ
ス
コ
活
動
交
流
会

時
11
月
８
日
㈯
13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
西
総
合
会
館
内
青
少
年
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
や
S
D
G
s
に
取
り
組
む
学

校
、団
体
の
交
流
会

J
A
京
都
に
の
く
に
感
謝
祭

時
10
月
18
日
㈯
９
時
～
13
時

場
ま
な
び
あ
む

内
万
願
寺
甘
と
う
う
ど
ん
や
餅
、焼
き

そ
ば
な
ど
の
飲
食
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、和
太

鼓
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

ビ
ン
ゴ
大
会

問
Ｊ
Ａ
京
都
に
の
く
に
舞
鶴
東
支
店（
☎

77
・
５
５
１
３
）

中
学
校
文
化
祭
典

時
10
月
18
日
㈯
13
時
～
15
時
30
分

場
総
合
文
化
会
館

内
今
年
で
最
後
と
な
る
市
内
中
学
校
の

代
表
生
徒
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表

問
和
田
中
学
校（
☎
62
・
０
５
０
７
）

お
知
ら
せ

【
有
料
広
告
】

認
知
症
に
つ
い
て
学
ぼ
う

●
連
続
講
座

時
10
月
17
日
㈮
13
時
30
分
～
14
時
30
分

内
講
演「
認
知
症
の
人
の
思
い
を
知
ろ
う
」

●
認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い（
交
流
会
）

時
10
月
17
日
14
時
30
分
～
15
時
30
分

対
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

●
認
知
症
カ
フ
ェ

時
10
月
17
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分

対
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
料
１
０
０
円

《
共
通
》場
中
総
合
会
館

申
10
月
14
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
で
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・

１
０
１
８
）へ
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
を
。
下
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
可
。

赤
れ
ん
が
バ
ザ
ー
ル

時
10
月
19
日
㈰
、11
月
９
日
㈰
10
時
～
15
時

場
赤
れ
ん
が
４
･
５
号
棟

内
手
作
り
雑
貨
や
食
品
の
販
売
、体
験

コ
ー
ナ
ー
の
あ
る
マ
ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト

問
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク（
☎
66
・
１
０
９
６
）

青
葉
山
ろ
く
公
園（
☎
・
ＦＡＸ
62
・
２
３
３
９
）

●
青
葉
山
ろ
く
公
園
の
歴
史
を
見
て
・

聞
い
て
・
ふ
れ
て
み
よ
う

時
10
月
19
日
㈰
10
時
～
11
時
30
分

内
海
軍
の
施
設
が
あ
っ
た
同
公
園
の
歴

史
を
学
ぶ
対
小
学
４
～
６
年
生

定
先
着
20
人
料
１
０
０
円
申

10
月
16
日

㈭
ま
で
に
電
話
か
メ
ー
ル
、窓
口
で
。

▶田辺城資料館、ふるさと発見館（郷土資料館）／毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
▶総合文化会館、陶芸館／毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　▶文化公園体育館／第２木曜日　▶東体育館／第３木曜日
▶中公民館／第４月曜日　▶まなびあむ、西・南・加佐公民館、大浦・城南会館／毎週月曜日
▶東図書館／毎週木曜日と祝日（火・木曜日の場合のみ）、毎月の最終火曜日
▶西図書館／毎週月曜日と祝日（月・水・金曜日の場合のみ）、毎月の最終水曜日

施設の
休館日

●
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

時
10
月
27
日
㈪
９
時
～
13
時

定
先
着
36
人
料
６
０
０
円

申
10
月
13
日
㈷
ま
で
に
電
話
で
。

●
青
葉
山
ろ
く
公
園
ま
つ
り

時
11
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
10
時
～
15
時

30
分（
９
日
は
15
時
ま
で
）

内
マ
ル
シ
ェ
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、謎
解

き
宝
さ
が
し
な
ど

《
共
通
》詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
を
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
。

ふ
る
る
フ
ァ
ー
ム（
☎
68
・
０
２
３
３
）

●
親
子
で
楽
し
く
陶
芸
体
験

時
10
月
25
日
㈯
10
時
～
12
時

内
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
茶
わ
ん
を
作
る

対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
20
組
料
２
，０
０
０
円

申
10
月
19
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
で
。
下
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
可
。

●
ビ
オ
ト
ー
プ
生
き
物
観
察
会

時
10
月
26
日
㈰
10
時
～
13
時

定
先
着
40
人
料
１
，０
０
０
円（
弁
当
付

き
）申
10
月
22
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
。
下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

●
収
穫
祭

時
11
月
８
日
㈯
10
時
～
15
時
内
農
園
で

収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
た
焼
き

地域の人や園児、学生によるパフォーマンスや絵画・書な
どの作品展示。大浦会館、加佐公民館では、地元食材を使っ
た飲食ブースがあります。
時 ・場 ・問 11月9日㈰❖10時から…
大浦会館（☎68・2010）、加佐公民館

（☎83・0014）❖11時から…城南会館
（☎78・1800）

ふれあいサンデー

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】
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Wind of Maizuru
毎週木曜日、9時35分～9時45分
舞鶴のイベント情報などを紹介

お役立ち情報やイベント情報などを
広報番組「パブリックラインまいづる」などで
お知らせ

市の広報番組

●
海
岸
清
掃

内
神
崎
海
水
浴
場
周
辺
で
清
掃
活
動
を

実
施
申

10
月
20
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
で
生
活
環
境
課（
☎

66
・
１
０
６
４
）へ
。
下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

●
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ

内
海
岸
清
掃
後
、採
集
し
た
海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
使
っ
て
レ
ジ
ン
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
を
作
る

申
10
月
20
日
ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
で
生
活
環
境
課（
☎
66
・
１

０
６
４
）へ
。
下
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
。

《
共
通
》

時
10
月
26
日
㈰
10
時
か
ら

場
神
崎
海
水
浴
場

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
10
月
30
日
㈭
12
時
10
分
～
12
時
50
分

場
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

内
お
か
め
ト
リ
オ
に
よ
る
歌
と
ギ
タ
ー
・

ピ
ア
ノ
・
ハ
ン
マ
ー
ダ
ル
シ
マ
ー
の
演
奏

問
文
化
振
興
課（
☎
66
・
１
０
１
９
）

城
北
海
さ
ん
ぽ
文
化
祭

時
11
月
１
日
㈯
10
時
～
15
時

場
西
総
合
会
館

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
海
さ
ん
ぽ
み

ち
を
考
え
る
会
」メ
ン
バ
ー
の
作
品
展

示
や
音
楽
、グ
ッ
ズ
販
売
、カ
フ
ェ
、音

楽
療
法
、和
太
鼓
の
演
奏
な
ど

問
城
北
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

77
・
５
０
０
４
）

ま
ぐ
ら
ゆ
る
り
利
用
者「
創
作
展
」

時
11
月
１
日
㈯
～
25
日
㈫
10
時
～
16
時

場
サ
ロ
ン「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」問
同
サ
ロ

ン（
☎
63
・
３
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

森
林
・
木
材
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト　
　
　
　

も
く
フ
ェ
ス
in
中
丹

時
11
月
１
日
㈯
10
時
～
15
時

場
三
段
池
公
園（
福
知
山
市
）

内
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
や
キ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー
、木
製
品
・
ジ
ビ
エ
料
理

の
販
売
な
ど

問
中
丹
広
域
振
興
局（
☎
62
・
２
５
８
６
）

人
形
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
　

「
イ
モ
ム
シ
く
ん
を
つ
く
ろ
う
」 

時
11
月
３
日
㈷
13
時
30
分
～
15
時

場
総
合
文
化
会
館
内
人
形
劇
団
ク
ラ
ル

テ
の
指
導
で
身
近
な
材
料
を
使
っ
て
イ

モ
ム
シ
の
人
形
を
作
る
対
４
歳
以
上

定
先
着
20
人
料
５
０
０
円
申

10
月
11
日

㈯
～
11
月
２
日
㈰
に
電
話
で
同
館（
☎

64
・
０
８
８
０
）へ
。

市
民
合
唱
祭

時
11
月
９
日
㈰
13
時
か
ら

場
総
合
文
化
会
館

問
市
民
合
唱
祭
実
行
委
員
長
の
山
下
さ

ん（
☎
62
・
４
０
４
６
）

学
校
祭
・
見
学
会

時
10
月
25
日
㈯
10
時
～
15
時

場
京
都
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

申
前
日
ま
で
に
電
話
か
申
し
込
み
フ
ォ

ー
ム
で
同
校（
☎
75
・
７
６
０
９
）へ
。
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
を
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
。

ま
い
づ
る
縁え

に
し

ま
つ
り

時
10
月
25
日
㈯
11
時
～
16
時
30
分

場
赤
れ
ん
が
博
物
館
前
広
場

内
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
人
に
よ
る
よ
さ

こ
い
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

問
メ
ー
ル
で
よ
さ
こ
い
に
っ
ぽ
ん
聖
の

田
中
さ
ん
へ
。
下
コ
ー
ド
か
ら

読
み
取
り
可

海
の
京
都
舞
鶴
７な

な

こ

７
５
バ
ザ
ー
ル

時
10
月
26
日
㈰
10
時
～
15
時

場
西
市
民
プ
ラ
ザ

内
手
作
り
雑
貨
や
菓
子
・
野
菜
の
販
売

な
ど
他
出
店
者
を
募
集
中
。
詳
し
く
は
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
確
認
を
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可

問
Ｆ
Ｍ
ま
い
づ
る（
☎
77
・
０
１
２
０
）

ま
い
づ
る
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
を
、わ
た
し
た

ち
の
手
で
き
れ
い
に
し
よ
う
」を
合
言

葉
に
海
岸
清
掃
・
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ

を
実
施
。

他
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・
学
園
祭
も

同
時
開
催

問
福
祉
企
画
課（
☎
66
・
１
０
１
１
）

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ「
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
」 

チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
10
月
25
日
㈯
か
ら
。

時
来
年
２
月
８
日
㈰
11
時
か
ら

場
総
合
文
化
会
館

料
全
席
指
定
一
般
２
，０
０
０
円（
小
学

生
以
下
１
，０
０
０
円
）

問
同
館（
☎
64
・
０
８
８
０
）

ポ
ー
ツ
マ
ス
市
訪
問
青
少
年
英
語
研
修

時
来
年
３
月
21
日
㈯
～
30
日
㈪

内
姉
妹
都
市
ポ
ー
ツ
マ
ス
市（
英
国
）で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
語
学
学
校
で
の
英
語

学
習

対
中
学
２
年
～
高
校
３
年
生（
条
件
あ

り
）

定
10
人（
選
考
）料
25
万
円
程
度

障
害
者
対
象
合
同
就
職
面
接
会

時
11
月
５
日
㈬
13
時
～
16
時

場
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち
や
ま（
福

知
山
市
）

内
府
内
事
業
者
が
参
加
す
る
合
同
就
職

面
接
会
他
手
話
、要
約
筆
記
あ
り

申
当
日
ま
で
に
電
話
か
申
し
込
み
フ
ォ

ー
ム
で
株
式
会
社
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ

ン
ド
一
体
的
実
施
事
業
事
務
局（
☎
０
７

５
・２
７
６
・６
８
６
４
）へ
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

み
ん
な
の
福
祉
フ
ェ
ス
タ

時
11
月
８
日
㈯
12
時
～
15
時

場
舞
鶴
Y
M
C
A
国
際
福
祉
専
門
学
校

内
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
や
福
祉
用
具
の
体
験
・

展
示
、訪
問
入
浴
車
に
よ
る
足
湯
体
験
、

ミ
ニ
手
話
教
室
、福
祉
事
業
所
に
よ
る

物
販
な
ど

申
10
月
31
日
㈮
17
時（
必
着
）ま
で
に
、

所
定
の
用
紙（
市
内
の
各
中
学
・
高
校
、

み
な
と
振
興
・
国
際
交
流
課
、西
支
所
、

加
佐
分
室
、中
公
民
館
、Ｎ
Ｐ
О
法
人
舞

鶴
国
際
交
流
協
会
に
備
え
付
け
。
市
・

同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、同
協

会
へ
郵
送
か
持
参
で
。

問
同
協
会（
☎
75
・
８
８
０
１
）

教
室

糖
尿
病
教
室

時
10
月
15
日
㈬
13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
舞
鶴
赤
十
字
病
院

内
講
演「
高
齢
者
と
糖
尿
病
、糖
尿
病
性

網
膜
症
」

問
同
病
院（
☎
75
・
１
９
２
０
）

陶
芸
館（
☎
・
ＦＡＸ
64
・
3
2
6
3
）

●
ろ
く
ろ
体
験

時
10
月
18
日
㈯
９
時
30
分
～
10
時
30
分
、

11
時
～
12
時
、14
時
～
15
時

定
先
着
各
５
人
料
１
，４
０
０
円（
中
学

生
以
下
１
，１
０
０
円
）か
ら
申

10
月
11

日
㈯
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

●
マ
グ
カ
ッ
プ
を
つ
く
ろ
う

時
10
月
26
日
㈰
10
時
～
12
時

定
10
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料
１
，４
０
０
円（
中
学
生
以
下
１
，１

０
０
円
）申
10
月
19
日
㈰
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
。

時 11月16日㈰10時から
場 青葉山ろく公園
内 ４区間計13.２㌔❖一般（高校生
以上）男・女の部❖中学生男・女の
部❖オープンの部  
定 先着80チーム（1チーム４人）
料１チーム6，000円（中学～高校生
のみは3，000円）
申 10月24日㈮までに所定の申込書

（市ホームページからダウンロード可）
か申し込みフォームでスポーツ振興
課（☎66・1058）へ。詳しく
は市ホームページで確認を。
右 コ ー
ド か ら
ア ク セ
ス可。

舞鶴市駅伝

●
花
器
を
つ
く
ろ
う

時
11
月
９
日
㈰
10
時
～
12
時

定
10
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料
１
，４
０
０
円（
中
学
生
以
下
１
，１
０

０
円
）か
ら
申

11
月
２
日
㈰
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
。

こ
う
じ
料
理
教
室

時
10
月
25
日
㈯
10
時
～
13
時

場
西
市
民
プ
ラ
ザ

内
こ
う
じ
を
使
っ
た
塩
分
控
え
め
の
料

理
を
作
る

定
16
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料
１
，５
０
０
円

申
10
月
17
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
同
プ
ラ

ザ（
☎
77
・
０
０
８
６
）へ
。

明
倫
館
歴
史
教
室

時
10
月
25
日
㈯
14
時
～
16
時

場
西
総
合
会
館

内
講
演「
江
戸
の
改
革
者 

蔦つ
た

屋
重
三
郎
・

田
沼
意
次
・
松
平
定
信
」

問
田
邊
家
中
之
会
の
門
中
さ
ん（
☎
０
９

０
・８
９
８
９
・１
７
１
１
）

ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー

づ
く
り

時
10
月
29
日
㈬
10
時
～
12
時
30
分

場
大
浦
会
館

定
先
着
12
人
料
１
，５
０
０
円

申
10
月
７
日
㈫
～
24
日
㈮
に
窓
口
か
電

話
で
同
館（
☎
68
・
２
０
１
０
）へ
。

市では、各種SNS（Facebook,Instagram,X,LINE）などで、市政情報やイベント情報
などを発信しています。ぜひ、登録してください。詳しくは、市ホームページで確認を。
右コードからアクセス可。

【
有
料
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リチウムイオン電池は、スマホやゲーム機
器など、私たちの身の回りの多くの製品に使
われていますが、衝撃や破損によって発火
する危険性があります。本市でも埋め立てご
みに混ざり、ごみ収集車（パッカー車）での
運搬やリサイクルプラザでの処理中に発煙・
発火する事故が発生しています。

事故を防ぐため、地域の集積所では「埋
立ごみ」ではなく、必ず「有害ごみ」のコンテ
ナに捨ててください。詳しくは市ホ
ームページで確認を。右コードから
アクセス可。
問 生活環
境課（☎66
・1005）

舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
　
　

（
東
体
育
館
内
、☎
66
・
１
０
６
１
）

●
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
体
験
会

時
10
月
25
日
㈯
13
時
～
14
時
30
分

対
中
学
生
以
上
定
先
着
8
人

料
５
０
０
円

申
当
日
ま
で
に
電
話
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

窓
口
で
文
化
公
園
体
育
館（
☎
77
・
１
８

５
０
）へ
。

●
苦
手
克
服「
跳
び
箱
教
室
・
鉄
棒
教
室
」

時
・
内
10
月
26
日
㈰
❖
９
時
30
分
～
10

時
15
分
…
跳
び
箱
教
室
❖
10
時
45
分
～

11
時
30
分
…
鉄
棒
教
室

対
４
歳
児
～
小
学
３
年
生

定
先
着
各
６
人

料
各
１
，７
０
０
円（
両
教
室
参
加
の
場

合
は
３
，０
０
０
円
）

申
当
日
ま
で
に
電
話
か
窓
口
で
同
園
体

育
館（
☎
77
・
１
８
５
０
）へ
。

《
共
通
》場
同
園
体
育
館

ま
な
び
あ
む（
☎
64
・
４
０
６
０
）

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
技
を
子
ど
も
達
へ

「
米
粉
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
づ
く
り
」

時
10
月
25
日
㈯
10
時
～
12
時

対
小
・
中
学
生（
小
学
１
～
３
年
生
は
保

護
者
同
伴
）

定
16
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料
６
０
０
円（
材
料
代
）

申
10
月
15
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

●
健
康
講
座「
今
日
か
ら
で
き
る
健
口
法
」

時
10
月
30
日
㈭
13
時
30
分
～
15
時

内
「
食
べ
る
」「
話
す
」を
も
っ
と
楽
し
く

す
る
健
口
法
を
学
ぶ

定
30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
10
月
23
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
。

●
忙
し
い
人
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
教

室
～
睡
眠
を
学
ぶ
～

時
11
月
８
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時

内
心
と
体
の
健
康
を
支
え
る「
睡
眠
」を

学
ぶ
定

24
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
10
月
29
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

●
冬
に
食
べ
た
い
薬
膳
料
理
教
室

時
11
月
27
日
㈭
９
時
30
分
～
12
時

定
16
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料
１
，２
０
０
円（
材
料
代
）

申
11
月
18
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
。

ス
マ
ホ
教
室

時
10
月
29
日
㈬
13
時
30
分
～
15
時

場
西
総
合
会
館

内
ラ
イ
ン
の
使
い
方
な
ど
ス
マ
ホ
の
基

本
操
作
を
学
ぶ
定
先
着
５
人

申
10
月
22
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
西
公
民

館（
☎
75
・
６
５
０
１
）へ
。

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

時
10
月
30
日
㈭
18
時
～
21
時

場
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー

定
先
着
20
人

申
10
月
27
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
で
同
署（
☎
65
・
０

１
１
９
）へ
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
。

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
講
座

時
11
月
１
日
㈯
９
時
～
12
時
30
分

場
舞
鶴
公
園
集
合

内
古
文
書
や
古
地
図
を
も
と
に
、田
辺
城

か
ら
福
井
県
へ
と
続
く
旧
若
狭
街
道
の

う
ち
、東
舞
鶴
ま
で
の
区
間
を
歩
く

定
15
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料
１
０
０
円（
保
険
・
テ
キ
ス
ト
代
）

申
10
月
24
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
で
文
化
振
興
課（
☎

66
・
１
０
１
９
）へ
。
下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

赤
れ
ん
が
博
物
館
市
民
講
座

時
11
月
１
日
㈯
14
時
～
15
時
30
分

場
赤
れ
ん
が
博
物
館

内
講
演「
日
本
の
近
代
化
と
れ
ん
が
・
灯

台
と
れ
ん
が
」定
先
着
15
人

申
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
館（
☎
66
・
１

０
９
５
）へ
。

商
工
観
光
セ
ン
タ
ー（
☎
64
・
６
８
０
０
、

ＦＡＸ
65
・
２
６
６
６
）

●
即
戦
力
パ
ソ
コ
ン
教
室

時
11
月
６
日
㈭
・
13
日
㈭
９
時
30
分
～

12
時

内
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
実
用
的
な
ス

キ
ル
や
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
使
用

方
法
を
学
ぶ

対
就
職
を
考
え
て
い
る
人
定
先
着
12
人

料
４
，０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
、再

受
講
者
は
２
，０
０
０
円
）

申
10
月
７
日
㈫
～
28
日
㈫
に
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
、申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

●
パ
ソ
コ
ン
講
座（
エ
ク
セ
ル
講
座
）

時
11
月
11
日
㈫
～
28
日
㈮
に
計
６
回
、18

時
～
20
時

内
マ
ク
ロ
や
V
B
A
の
使
い
方
を
学
ぶ

対
簡
単
な
マ
ク
ロ
が
組
め
る
社
会
人

定
先
着
12
人

料
１
０
，８
６
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
11
月
４
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

窓
口
で
。

舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校

公
開
講
座

時
11
月
９
日
㈰
13
時
～
15
時

場
舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校

内
健
康
講
座
、健
康
体
操

定
先
着
20
人

申
前
日
ま
で
に
電
話
か
申
し
込
み
フ
ォ

ー
ム
で
同
校（
☎
63
・
４
３
３
８
）

へ
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

再
生
工
作
教
室

時
11
月
14
日
㈮
13
時
30
分
～
16
時

場
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

内
ご
み
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
小
物
や

家
具
を
修
理
し
、再
生
す
る

定
先
着
４
人

申
10
月
27
日
㈪
～
31
日
㈮
に
電
話
で
同

プ
ラ
ザ（
☎
64
・
７
２
２
２
）へ
。

消
費
生
活
講
座

時
11
月
８
日
㈯
14
時
～
15
時
30
分

場
中
総
合
会
館

内
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
基

礎
知
識
を
学
ぶ

対
市
内
在
住
か
在
勤
の
人
定
先
着
60
人

申
前
日
ま
で
に
電
話
か
申
し
込
み
フ
ォ

ー
ム
で
生
活
支
援
相
談
課（
☎
66
・
１
０

０
６
）へ
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
。

城
南
会
館（
☎
78
・
１
８
０
０
）

●
お
酒
の
お
つ
ま
み
作
り
教
室

時
11
月
22
日
㈯
17
時
～
21
時

内
お
つ
ま
み
を
作
り
、持
参
し
た
酒
を
飲

み
な
が
ら
バ
ン
ド
演
奏
を
楽
し
む

対
20
歳
以
上
定
先
着
12
人

料
１
，８
０
０
円（
材
料
代
）

申
10
月
14
日
㈫
～
11
月
18
日
㈫
に
電
話

か
窓
口
で
。

●
ゆ
っ
た
り
、ゆ
っ
く
り
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験

時
11
月
12
日
・
19
日
・
26
日
の
水
曜
日

に
計
３
回
、14
時
～
16
時
定
先
着
15
人

申
10
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
窓
口
で
。

薬
膳
お
せ
ち
料
理
教
室

時
11
月
25
日
㈫
９
時
30
分
～
12
時

場
西
総
合
会
館

定
先
着
16
人

料
１
，２
０
０
円（
材
料
代
）

申
11
月
18
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
西
公
民

館（
☎
75
・
６
５
０
１
）へ
。

募
集

再
生
品
の
展
示
・
申
し
込
み

時
10
月
31
日
㈮
ま
で
の
平
日
、19
日
㈰
８

時
30
分
～
16
時
30
分（
19
日
は
13
時
か
ら
）

場
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

内
家
具
な
ど
約
１
５
０
点
を
展
示
予
定

申
同
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
用
紙
で（
１

世
帯
１
点
。
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

問
同
プ
ラ
ザ（
☎
64
・
７
２
２
２
）

舞
鶴
Y
M
C
A
国
際
福
祉
専
門
学
校

●
入
学
試
験

時
10
月
11
日
㈯
～
来
年
３
月
に
計
６
回

定
介
護
福
祉
学
科
、国
際
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
…
各
40
人

対
高
等
学
校（
同
程
度
の
も
の
を
含
む
）

を
卒
業
し
た
人
か
来
年
３
月
に
卒
業
見

込
み
の
人

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

時
10
月
11
日
14
時
～
16
時（
以
降
も
毎
月

開
催
）内
体
験
授
業
や
校
内
見
学
、入
試

説
明
、奨
学
金
説
明
、個
別
相
談
な
ど

●
学
費
実
質
無
料
の
奨
学
金
制
度

介
護
福
祉
学
科
に
入
学
し
、
卒
業
後

に
市
内
で
介
護
福
祉
士
と
し
て
３
年
間

従
事
す
る
と
返
済
免
除
と
な
る
年
間

１
０
０
万
円（
上
限
）の
奨
学
金
制
度
が

あ
り
ま
す
。

問
同
校（
☎
64
・
３
６
８
６
）。
奨
学
金
制

度
は
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
３
）

障
害
者
文
化
作
品
展

12
月
12
日
㈮
・
13
日
㈯
に
総
合
文
化

会
館
で
行
う「
障
害
者
文
化
作
品
展
」の

書
や
工
芸
、絵
画
な
ど
の
作
品
を
募
集
。

対
市
内
在
住
の
障
害
者
・
施
設
団
体
の

作
品
申

11
月
14
日
㈮
ま
で
に
身
障
セ
ン

タ
ー（
☎
63
・
３
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・
９
５

４
６
）へ
持
参
。

自
衛
官
な
ど

　

防
衛
大
学
校（
一
般
）、一
般
曹
候
補
生
、

自
衛
官
候
補
生
、高
等
工
科
学
校（
推
薦
・

一
般
）、防
衛
医
科
大
学
校（
医
科
・
看
護

科
）、医
科
・
歯
科
幹
部
、キ
ャ
リ
ア
採
用

幹
部
、技
術
曹（
海
・
空
）、自
衛
隊
奨
学
生
、

を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、防
衛
省
・

自
衛
隊
舞
鶴
地
域
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
を
。
下
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
。

問
同
事
務
所（
☎
63
・
３
２
７
２
）

そ
の
他

全
国
地
域
安
全
運
動

10
月
11
日
～
20
日
は「
全
国
地
域
安
全

運
動
の
期
間
」で
す
。
各
地
域
の
防
犯
協

会
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る

地
域
安
全
運
動
を
実
施
。
地
域
で
も
安
全

の
た
め
の
呼
び
か
け
に
協
力
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の
た

め
の
固
定
電
話
に
お
け
る
国
際
電
話
の

利
用
休
止
申
し
込
み
も
受
け
付
け
し
て

い
ま
す
。

問
舞
鶴
警
察
署（
☎
75
・
０
１
１
０
）

「リチウムイオン電池」内蔵の製品は
「有害ごみ」で捨てましょう

ごみ収集車の消火作業



全
国
大
会
で
好
成
績

☆ 

第
29
回
全
国
高
等
学
校
女
子
硬
式
野
球

選
手
権
大
会

　
（
７
月
19
日
～
８
月
２
日
、
兵
庫
県
）

❖
優
勝
…
大
嶋
李（
福
知
山
成
美
高
３

年
、
城
北
中
出
身
）

☆ 

第
１
０
７
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手

権
大
会

　
（
８
月
５
日
～
23
日
、
兵
庫
県
）

❖
準
優
勝
…
松
永
海
斗（
日
本
大
学
第

三
高
３
年
、
白
糸
中
出
身
）

全
国
大
会
で
好
成
績
・
出
場
者
を
紹
介

自
動
車
図
書
館
デ
モ
車
両
の
展
示
と

図
書
の
相
互
返
却
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大

　

舞
鶴
市
で
は
、よ
り
便
利
に
読
書
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、自
動
車
図
書
館

の
導
入
に
向
け
た
デ
モ
車
両
の
展
示
と
相

互
返
却
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
を
実
施
し
ま
す
。

　

デ
モ
車
両
の
展
示
は
、10
月
25
日
㈯
に

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
、11
月
9
日
㈰
に
大
浦

会
館
で
行
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
車
両
を
見
学
で
き
る
だ
け
で

な
く
、実
際
に
本
を
手
に
取
っ
て
読
む
こ

と
も
で
き
る
の
で
、自
由
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て「
相

互
返
却
サ
ー
ビ
ス
」を
８
月
か
ら
開
始
し

て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
は
、中
・
南
公
民
館
、

加
佐
分
室
内
の
各
分
館
で
借
り
た
本
は
、

借
り
た
場
所
で
し
か
返
却
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、各
分
館
で
借
り
た
本
も
東
図
書

館
や
西
図
書
館
、他
の
分
館
で
返
却
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
宅
や
職
場
の

近
く
な
ど
、よ
り
便
利
に
図
書
館
を
利
用

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
内
容
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中
。
下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。　

    《
図
書
館
課
》

思
い
描
く
図
書
館
づ
く
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
12
回
）　
　
　

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

☆ 

令
和
７
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
テ
ニ
ス
競
技
大
会 

第
82
回
全
国
高

等
学
校
対
抗
テ
ニ
ス
大
会 

第
１
１
５
回

全
国
高
等
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会 

　
（
７
月
28
日
～
８
月
４
日
、
広
島
県
）

❖
団
体
の
部（
男
子
）・
個
人
の
部（
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
）
…
篠
田
拳
汰（
東
山

高
３
年
、
城
南
中
出
身
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、敬
称
略
）

ホ
ッ
ト
な
健
康
情
報
を
お
届
け 

マ
イ
健
康
通
信

ス
ト
レ
ス
の
サ
イ
ン
に
気
付
こ
う

　

眠
れ
な
い
、食
欲
が
な
い
、イ
ラ
イ
ラ

し
や
す
い
、集
中
で
き
な
い
と
い
っ
た
状

態
は
、心
が
疲
れ
て
い
る
サ
イ
ン
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、産
後
の
夫
婦
関
係
の

変
化
や
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
、家
族
の

介
護
疲
れ
な
ど
、特
定
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
で
は
、心
に
大
き
な
負
担
が
か
か
り
が

ち
で
す
。
そ
の
た
め
、心
の
不
調
に
注
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
へ
の
対
策
は
工
夫
に
あ
り

　

ス
ト
レ
ス
に
う
ま
く
対
処
す
る
に
は
、

出
来
事
の
捉
え
方
を
意
識
的
に
変
え
て

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
に
く
く
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。

�
出
来
事
の
捉
え
方
を
変
え
る
方
法

❖
失
敗
を
し
て
し
ま
っ
て
も「
こ
の
経
験

か
ら
何
を
学
べ
た
か
」と
良
い
面
に
目

を
向
け
る

❖「
こ
れ
を
乗
り
越
え
た
ら
今
ま
で
以
上

に
成
長
で
き
る
ぞ
」と
視
点
を
変
え
る

❖「
仕
事
が
終
わ
っ
た
ら
、好
き
な
こ
と

を
し
よ
う
」と
考
え
る

　

視
点
を
変
え
た
り
楽
し
い
こ
と
を
思

い
浮
か
べ
た
り
す
る
こ
と
で
心
の
負
担

を
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

普
段
か
ら
の
準
備
と
誰
か
を
頼
る
こ
と

　

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
時
は
、心
に

余
裕
が
な
く
な
り
、そ
の
場
で
対
処
法
を

考
え
る
の
は
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
ん
な

時
に
備
え
て
、普
段
か
ら
自
分
の
ス
ト
レ

ス
解
消
法
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
日
頃
の
行
動
が
、つ
ら
い
時

に
自
分
を
助
け
て
く
れ
る
ヒ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、一
人
で
抱
え
き
れ
な
い

と
感
じ
た
ら
、誰
か
に
相
談
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

　

そ
し
て
、自
身
の
心
に
余
裕
が
で
き
た

ら
、身
近
な
人
の
心
の
健
康
に
も
目
を
向

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
話
を
聞
く
だ
け
で

も
相
手
に
と
っ
て
は
大
き
な
支
え
に
な

り
ま
す
。
舞
鶴
市
で
は
、心
に
寄
り
添
う

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。
下
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
。　
　
　
《
健
康
づ
く
り
課
》

　

季
節
の
変
わ
り
目
に
心
身
の
不
調
を

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ス
ト
レ

ス
は
私
た
ち
の
生
活
で
避
け
ら
れ
な
い

も
の
で
す
が
、上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
今
回
は
、私
た
ち
の

心
の
健
康
を
守
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
お

届
け
し
ま
す
。
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子育て

　
このほかにも図書館の催しをホー
ムページで公開しています。
右コードからアクセス可。

あそびあむ （☎65・5050）
10月13日㈷は「赤れんがハーフマラソン」開催の

ため休館します。
●みんなであそぼう～ひかり・いろ・かたち～
時 10月19日㈰10時30分～11時 
●わくわくデイ
時 11月7日㈮･21日㈮9時30分～12時 内 乳幼児専
用スペースで自由にあそぶ 対 3歳未満児とその
保護者 
●0歳 /1歳プログラム～しぜんとあそぶ～
時 11月12日㈬10時30分～11時 
対 0～1歳児とその保護者 定 先着各10組 
申 11月1日㈯～11日㈫にアプリ「まいココ」で。
子育て支援基幹ひろば（中総合会館内、☎62・0103）
●あかちゃんひろば
時 10月27日㈪10時30分～11時30分 内 ふれあい
遊びや絵本の読み語り、子育ての話、母親同士の
交流など 対 1歳未満児とその母親、妊娠中の人
●ひよこひろば
時 11月13日㈭・20日㈭・27日㈭10時～11時30分 
内 ふれあい遊びや心と体のリラックス体操など 

対 4カ月～1歳未満児とその母親（第１子優先）
定 先着10組 他 27日のみ託児あり（１人300円） 
申 10月11日㈯～11月12日㈬にアプリ「まいココ」で。
子育てひろば「さるなぁと」（☎76・8333）
●秋の料理教室
時 10月23日㈭9時30分～11時30分 内 茶わん蒸し
などを作る 定 先着16人 料 1，000円 
申 10月16日㈭までに電話で。
●産後エクササイズ
時 11月6日㈭10時～11時30分 定 先着15人 
申 10月30日㈭までに電話で。 

《共通》 場 西総合会館 対 子育て中の保護者 他 託
児あり（無料）
アートスタート陶芸・園芸の部
時 10月28日㈫・来年2月24日㈫10時～12時 
場 陶芸館ほか 内 粘土で鉢を作り、花苗を植えて寄
せ植えを作る 対 市内在住の乳幼児とその保護者 
定 先着10組 料 1，400円(材料代） 
申 10月14日㈫～21日㈫にファクスかメールでNPO
法人ひとまわり（☎77・5355、ＦＡＸ77・5366）
へ。右コードから読み取り可。

東図書館（☎62・0190）
●おはなしの部屋「10月」
時 10月18日㈯11時～11時30分 内 昔話のストーリ
ーテリングや絵本の読み聞かせ 対 小学生
●秋のおたのしみ会
時 10月25日㈯10時30分～11時30分 内 人形劇や
パネルシアターなど 対 3歳～小学生 定 先着50人
申 10月11日㈯～24日㈮に電話かアプリ「まいココ」で。
●八管コラボ灯台展
時 10月29日㈬～11月5日㈬（10月30日㈭は休館） 
内 灯台の写真パネルやレンズ、関連本などの展示  
●読書会
時 11月1日㈯13時30分～15時 
内 玉岡かおる著『帆

ほ し ん

神』
西図書館 ( ☎75・5406）　
●読書週間行事「夜のちょっとコンサートプラス」
時 10月31日㈮19時～20時30分 

内 夢りかごによる大正琴とギターの演奏  
定 先着50人 他 中学生以下は保護者同伴 
申 10月11日㈯～当日に電話か申し込みフ
ォームで。右コードからアクセス可。
●日星高校地域未来探究クラス特別企画「ボード

ゲーム大会」
時 11月8日㈯14時～15時 対 中学生以上 
定 先着20人 申 10月11日～11月7日㈮に電
話か申し込みフォームで。右コードからアク
セス可。
●井上奈奈さんと作る絵本ワークショップ
時 11月15日㈯14時～16時 
内 まいづる親善大使の井上奈奈さんと「自分の大
切なもの」をテーマに絵本を
つくる 定 先着15人 
申 10月11日～11月14日㈮に
電話か窓口で。

子育て・図書館イベント10

図書館

月

子育ての催しに関する情報はアプ
リでも公開しています。右コード
からアクセス可。
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毎週日曜日　9：00～12：00／13：00～17：00
（受け付けはそれぞれ終了30分前まで）

舞鶴市休日急病診療所
（舞鶴医療センター敷地内）　☎63・4970

10/11 ㈯ 開業医の診療終了後
10/12 ㈰ 8：30から
11/1 ㈯ 開業医の診療終了後
11/2 ㈰ 8：30から

10/13 ㈷ 8：30から
10/25 ㈯ 開業医の診療終了後
10/26 ㈰ 8：30から
11/8 ㈯ 開業医の診療終了後
11/9 ㈰ 8：30から

10/18 ㈯ 開業医の診療終了後
10/19 ㈰ 8：30から
11/3 ㈷ 8：30から

舞鶴共済病院  ☎62・2510 舞鶴医療センター  ☎62・2680 舞鶴赤十字病院  ☎75・4175

10/12 ㈰、11/2 ㈰
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

10/13 ㈷・26 ㈰、11/9 ㈰
9：00〜18：00

（受け付けは17：30まで）

10/19 ㈰、11/3 ㈷
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）
舞鶴共済病院  ☎62・2510 舞鶴医療センター  ☎62・2680 舞鶴赤十字病院  ☎75・4175

休日・土曜日の救急・急病診療（内科・外科）

休日の小児科一次診療

土曜日に午後の診療がある診療所（小児科、内科系）

※できる限り昼間の時間帯に受診をお願いします。また、軽症など緊急を要しない場合には、できる限り平日の
診療時間内に「かかりつけ医」での受診を

■小児科…西村医院（浜、☎63・5456）
■内科系…肥後内科医院（浜、☎62・0359）、鳥井医院（倉谷、☎75・3111）
　　　　　かめい内科クリニック（南浜町、☎77・8680）、うすいハートクリニック（引土、☎77・5277）

※まずは電話で事前に症状などをお伝えください

※臨時休診の場合あり。診療時間などはお問い合わせを

休
日
診
療

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー 

　
■
■
相
談
会

休日に開局している処方せん対応薬局
開局時間 9：00～17：00　

休日・土曜日の水道修理

10/12 ㈰ まいづる薬局本店
（桃山町、☎66・3311）

10/13 ㈷・26 ㈰、
11/9 ㈰

まいづる薬局国立前
（倉梯町、☎65・1188）

11/2 ㈰ フラワー薬局舞鶴店
（浜、☎65・2277）

舞鶴市管工事協同組合（☎080・3770・6767、
営業時間：8：00～17：00）

10/11㈯、
11/1㈯

9：30～11：30 ジュンテンドー
西舞鶴モール13：00～15：30

10/23㈭ 9：30～11：30 東消防署
13：30～15：30 舞鶴総合庁舎

10/26㈰ 9：30～11：30 らぽーる
西側広場13：00～15：30

無
料

納期…10/31㈮
市府民税3期、国民健康保
険料5期、介護保険料5期、
後期高齢者医療保険料4期

※400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会も同時開催

舞鶴市休日急病診療所の内科一次救急診療

10
月
11
日
～
11
月
10
日

献血の日程

祝日のごみの収集 10/13㈷は可燃・不燃ごみを通常どおり収集
11/3㈷は可燃ごみの収集はありません

内　　容 日　　時 場　所 問い合わせ・その他

仕
事

就職個別相談 10/15㈬・22㈬ 10：00～16：00

ジョブ・サポート
まいづる

ジョブ・サポート
まいづる
☎63・0810

若者サポートステーション出張相談 10/16㈭・23㈭・30㈭、
11/6㈭ 10：30～15：30

就労準備支援個別相談 10/17㈮・24㈮、11/7㈮ 10：00～16：00

ひとり親家庭自立支援センター巡回相談 10/20㈪ 10：00～16：00

福祉のお仕事相談 11/4㈫ 13：00～16：00

看護職・看護補助者（資格不要）就業相談 11/10㈪ 13：30～15：00

ひとり親家庭就労相談 10/14㈫・28㈫ 10：00～16：00 市役所別館 府ひとり親家庭自立支援センター
☎0773・23・2771

看護職・看護補助者（資格不要）就業相談 10/15㈬ 13：30～15：00 ハローワーク
舞鶴

府北部看護職支援センター
☎0772・46・9002

教
育 定例教育委員会 10/17㈮ 13：30から 市役所別館 教育総務課　☎66・1070

福
祉

療育相談 10/14㈫・27㈪ 13：30～15：30 支援センター
みずなぎ

生活支援センターみずなぎ
☎64・3766

高齢者・障害者権利擁護相談
（財産管理・遺言・成年後見制度など） 10/15㈬ 13：00から 市役所別館 高齢者支援課　☎66・1012

身体障害者相談 10/15㈬・25㈯、11/5㈬ 13：00～14：30 身障センター 障害福祉・国民年金課
☎66・1033、℻62・7957

若年性認知症個別相談 平日   8：30～17：15 オンライン
（市役所でも可） 高齢者支援課　☎66・1018

行
政
・
法
律

行政相談 10/14㈫ 14：00～15：30 南公民館

生活支援相談課　☎66・1006

弁護士心配ごと法律相談 10/17㈮ 13：00から 西総合会館

公証人相談 10/21㈫ 13：30～15：30

市役所本館

土地家屋調査士相談 10/21㈫ 13：30～15：30

行政書士相談 11/4㈫ 13：30～15：30

税理士相談 11/5㈬   9：00～12：00

司法書士法律相談 11/6㈭ 13：30～16：30

弁護士府民法律相談 10/20㈪ 13：30から 中丹広域振興局 中丹広域振興局　☎62・2500

人
権

人権なんでもお気軽相談 （電話も可） 10/14㈫・20㈪・27㈪、
11/4㈫ 10：00～13：30 法務局舞鶴支局

法務局舞鶴支局　☎76・0858
特設人権相談 11/6㈭ 13：30～16：30 中丹広域振興局

女性のための相談室 平日   9：00～16：00 市役所本館 女性のための相談室
☎65・0056

健
康 聞こえの相談 10/23㈭ 13：00～16：00 聴言センター 聴言センター

☎64・3911、℻64・3912
暮
ら
し

ひきこもり支援巡回相談 11/7㈮   9：00～16：00 市役所本館 生活支援相談センター
☎66・5001

要予約 
〈先着3人〉

要申込

10/17㈮までに
申込 〈先着5人〉

10/15㈬9:00～12:00に
申込 〈11人(抽選)〉

要申込

申込優先〈先着12人〉

10/15㈬9:00から申込 
〈先着8人〉

 リサイクルプラザ 
 の休場

10/11㈯・19㈰・25㈯・29㈬・
30㈭・31㈮、11/2㈰・8㈯

女
性
の
９
人
に
１
人
が
、

か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
乳

が
ん
。
30
～
64
歳
の
女
性
で

は
、
乳
が
ん
が
、
が
ん
で
命

を
落
と
す
原
因
の
第
１
位
で

す
。し

か
し
、
早
期
に
発
見
す

舞
鶴
市
の
乳
が
ん
検
診
の

受
診
率
は
、
全
国
平
均
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
中
で
も
「
要
精
密
検

査
」
と
判
定
さ
れ
た
人
の
う

ち
、
実
際
に
が
ん
が
発
見
さ
れ

る
割
合
（
陽
性
反
応
的
中
率
）

は
、
全
国
平
均
が
5
・
45
㌫

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
舞
鶴
市

は
14
・
3
㌫
と
高
い
割
合
に

な
っ
て
お
り
、
が
ん
で
な
い
人

へ
の
不
要
な
精
密
検
査
の
リ

ス
ク
を
減
ら
し
、
正
確
に
が
ん

を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

れ
ば
治
癒
の
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
。
そ
の
鍵
と
な
る
の
が
、

日
々
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。

日
頃
か
ら
自
身
の
胸
を
見
て
、

触
っ
て
、
い
つ
も
の
状
態
を

知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
《
健
康
づ
く
り
課
》

乳がんの早期発見には、日頃から胸を意識することが大切
です。次の４つのことに気を付けましょう。

小さな変 化に自分で気付くことが、
早 期発見の大きな一歩となります。
セルフチェックの方法は、動画で詳
しく紹介しています。右コー
ドからアクセス可。

安心して受診してもらえる乳がん検診
乳がんは、直径 2 ㌢以下で発見されれば、10 年

後の生存率は 90 ㌫と高いですが、2 ㌢を超えると
生存率が大きく下がります。そのため、いかに早
くがんを見つけられるかが重要です。

舞鶴市の乳がん検診は、受診率や要精検率（精
密検査が必要と判定される割合）、がんの発見率、
0・1 期の早期でのがん発見率の 4 つの指標で、国
の平均を上回る高い水準を維持しています。全国
でも数少ない最高ランクの資格を持つ読影医が、
すべてのマンモグラフィー画像を診断している点
が大きな強みです。市民の皆さんが安心して受診
できるよう、正確な診断のための努力を日々重ね
ています。

2 年に 1 回、1・2 時間だけ自分のための時間を
マンモグラフィー検査は、痛みを伴う検査ですが

「2 年に 1 回なら我慢できる」という声も多く聞か
れます。自覚症状がなくても定期的に検診を受ける
ことが大切です。

また、乳がんは体の表面のすぐ下にできるため、
他のがんと違って、月に 1 回のわずか 1 分のセルフ
チェックでもしこりを発見できる可能性があります。

検診とセルフチェックを習慣化し、忙しい毎日の
中でも、ご自身の健
康を守るために少し
だけ時間を使ってみ
ましょう。

胸を意識する習慣を付けましょう

自分のいつもの胸の状態を知る

乳房の変化（しこりや分泌物）に
気を付ける

変化に気が付いたら 
すぐ医師に相談する

2年に1回の乳がん検診を受ける

乳がんは自分で見つけに行くことが大切

月に１回、１分のセルフチェックを

乳
が
ん
検
診
の
質
の
高
さ

あ
な
た
の
「
い
つ
も
の
胸
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

おおえ乳腺クリニック

大江 信哉 医師

※「令和 4 年度地域保健・健康増進事業報告」より

全国舞鶴市

陽性反応的中率受診率
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9月号の人気記事
● 1位 … 市長対談 移住者から見た舞鶴（38票）
● 同数2位 … 食の未来を耕す 舞鶴の米づくり（6票）
● 同数2位 … 引き揚げを語り継ぐ（6票）
　舞鶴市への移住について特集した記事が1位となりました。「まりげさ
んのように、舞鶴を元気にしようとしてくれている人が近くにいることを知り、
私も何かやってみたいという気持ちになった」「舞鶴の生活のリアルを隠
さず、ポジティブに笑いに変えるまりげさんの生活スタイルからは学ぶこ
とが多い」「人口減少を嘆くのではなく、どのように対策し、魅力を発信し
ていくのかが大事だと思った」「空き家があるけれど貸すことに抵抗があっ
て借りることができない家が多いという話が興味深かった。もっと移住
者が増えて活気のある町になったらいいなと思う」などのコメントがあり
ました。
　同票2位を獲得した舞鶴の米づくりを特集した記事には「舞鶴の米づ
くりを知ることができて改めて米の大切さを感じた」や、引き揚げを語り
継ぐことに関する記事には「朗読劇のチケットが取れず見に行くことがで
きなかったので、写真を見ることができてうれしかった」といったコメント
がありました。

9月号広報アンケート
● あなたのお気に入りの場所など、誰かに伝えたくなる「舞鶴の魅力」を教え

てください。 
　豊かな自然が舞鶴の魅力といった意見が多くあり、海岸沿いや五老ヶ岳
公園から見る景色 など、海に関連した意見が多く寄せられました。この他
にも❖赤れんが倉庫❖図書館❖引揚記念館❖由良川鉄橋❖子育て支援
施設 など、さまざまなお気に入りの場所がありました。広報紙でも舞鶴
の魅力をより伝えられる紙面作りに取り組んでいきます。 　 《広報広聴課》

広報まいづる
9 月号

　読者から　
寄せられた声

9月10日時点

広報まいづるアンケート
1.「広報まいづる」の内容の満足度は、次の

うちどれですか？
　①大変良い　②良い　③不満　④大変不満
2. 広報まいづる 10 月号で興味・関心を持った

記事は何ですか？
3. 戦後 80 年、平和について改めて感じたこと、

考えたことを教えてください。

応募方法
「はがき（〒 625-8555（住所不要）舞鶴市役所

広報広聴課あて）」か「市ホームページ応募フォー
ム（右下コードからアクセス可）」で①アンケート
の回答 ②住所 ③氏名（ふりがな） ④年齢 ⑤電
話番号 ⑥広報紙や市政への意見などを記入し、　　
10 月 24 日㈮ （必着）までに広報広聴課へ。
※応募は１人１回。当選者はアンケートの

全てに回答があった人の中から抽選で決
定。当選者にのみ通知します

※いただいた感想や意見は、匿名で広報紙
に掲載することがあります

魚の街・舞鶴で育まれた伝統のかまぼこをプレゼント。
白グチなどの厳選すり身に天然塩と職人技を加え、

魚本来のうまみを引き出しました。
弾力ある歯応えが魅力の逸品は、舞鶴のお土産やふ

るさと納税の返礼品としても大人気。
お歳暮や年始の贈り物にもおすすめです。ぜひご賞

味ください。

【提供】舞鶴かまぼこ協同組合（下安久 1013-11、☎ 75･0865）

あなたの意見や感想を
聞かせてください

アンケートに答えて
プレゼントに応募しよう

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

10人

抽選で～「魚の街まいづる」 で育まれた伝統のかまぼこ～

フォーム
55件

80代（2人）

舞鶴かまぼこ 検索

30代
（13人）

40代
（10人）

50代
（9人）

60代
（12人）

70代
（6人）

20代
（6人）

応募者
年代

はがき
3件

応募件数
58件

フォーム
55件

舞鶴かまぼこ® （3枚入り）


